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包括的概要
　２０２１年度は、長引く新型コロナウイルス感染症への対応で混迷した一年だった。感染症

の拡大や長期化に伴う需要の減少、また、サプライチェーンの停滞や供給の制約などの影響等

による生産・売上の減少は、自社の経営判断によらず外的要因に起因することから、経営支援

のあり方にも腐心した。

　こうした情況の中で、岸田新政権が誕生し、「新しい資本主義」による経済成長への期待が

高まったが、オミクロン株による感染の再拡大で、再び落ち込んだ。

　確かに、コロナ危機への対策で、国が採用した金融緩和策によって、実体経済は悪いのに株

式市場は歴史的な高値を付け、個人の預貯金も２，０２０兆円に積み増しされるなど、この一

年を振り返っても、「新しい資本主義」が必要であるとする認識は社会に広く共有されるよう

になったが、しかし、それが実際に実行に移されているかといえば残念ながら、ほとんど進ん

でいない。

　また、ＧＤＰ（約５２３兆円）の変化を見てもアベノミクスからあまり成長していないし、

我々経営者の多くが「このままではいけない。なんとかしたいがどうすればいいのか。」と思

うまでのところにとどまっているのが現状だ。

　一方で、我々の地方経済を取り巻く環境は、さらに厳しさが増しており、コロナ禍と人口減

少等による総需要不足があらゆる業種で明確になっている。

　こうした状況に鑑みれば、当面の対策では、しっかりとした人口減対策とその展望、そして

公共事業による下支えが求められることは言うまでもない。

　そこで、当所では、地域全体の近代化、効率化のための公的支援による景気対策と総需要の

底上げを県及び津山市へ要望を重ねている。

　具体的には、公共財の地元調達、国道５３号の高規格化や市街地整備事業等である。これら

は将来の地域経済発展とコロナ後の反発力の増幅の基盤になる。

　改めて、その必要性を県や市へ、鋭意訴えていきたいと考えている。

　また、現状のウクライナ危機は、当分の間続くことになる。原材料高騰によるコストプッシュ

型のインフレも、自らの経営戦略の中で吸収していかなくてはならない。

　こうして変化し続ける経営環境の中で、津山商工会議所は会員企業と地域を守るために、地

域と経済界をつなぐ中核機能の役割を果たし、今後ともタイムリーな政策要望や地域活性化事

業並びに会員企業の経営支援に総力を挙げて取り組んでいきたいと考えている。

　引き続き、会員各位のご理解とご協力をお願いしたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０２２年３月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　頭　　松田　欣也
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○津山商工会議所創立90周年記念式典を開催
　11月６日（土）、ザ・シロヤマテラス津山別邸を会場に、コロナ禍で延期となっていた津山
商工会議所創立90周年記念式典を開催、100名が出席した。
　式典では、創立から90年間の所史を映像で振り返るなど、これまでの歴史を確認した。また、
長きにわたり会議所活動に貢献された４名の元役員の皆様へ感謝状の贈呈を行った。

「松田会頭の主催者代表あいさつ」

　
「感謝状の贈呈者」 　 「主管した総務運営委員会」

記

主要事業
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○創立90周年記念講演会を開催
　12月１日（水）、ザ・シロヤマテラス津山別邸において、2021年度臨時議員総会と合わせて、
岡山大学大学院　中村良平特任教授を講師に、「進化する地域の未来」と題して講演会を開催
した。
　この講演会は、当所創立90周年記念事業の一環として行われ、役員議員56名が参加、また美
作地域の市町村から30名が参加した。

　
「中村良平　特任教授」 　 「講演会の様子」

〇2021年度通常総会の開催
　６月25日（金）、ザ・シロヤマテラス津山別邸において、通常議員総会が開催され、Web出
席５名を含め58名の役員議員が出席した。総会では、2020年度事業報告並びに収支決算報告な
どの議案について議決が行われた。

「総会の様子」
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〇流通部会・サービス観光部会合同幹事会と委員会の開催
　７月27日（火）、流通部会、サービス観光部会による合同幹事会を開催し、新型コロナウイ
ルス感染拡大による緊急事態宣言下での影響及び今後の対策について意見交換を行った。
　両部会から27名が参加し各企業の現況報告の後、行政に対して、「給付金手続きの簡素化と
給付基準の見直し」「飲食におけるガイドラインの提供」などの意見が出された。また、地方
創生推進委員会など６委員会の意見を整理し、要望書として津山市に提出した。

「合同幹事会の様子」

〇公共事業の予算拡充などを要望
　８月２日（月）、建設部会幹事会を開催、20名が出席した。津山市ならびに岡山県美作県民
局への要望内容について協議し、「公共工事の予算拡大」「受注機会の拡大」「地元企業への優
先発注」などの主要項目をまとめた。なお今回の要望活動はコロナ禍に配慮し、行政機関との
意見交換は行わず要望書の提出にとどめた。

　
「幹事会の様子」 　 「要望書」

〇令和4年元旦　津山商工会議所新年互礼会の開催
　１月１日（土・祝）、ザ・シロヤマテラス津山別邸において、２年ぶりとなる新年互礼会を
開催した。昨年は、コロナ禍の影響により中止となったが、感染防止対策として、飲食を取り
やめるなど規模を縮小して開催、役員議員など80名が出席して賀詞交換を行った。

　
「松田会頭　新年あいさつ」 　 「ノンアルコールワインによる乾杯」
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Ⅰ　定款及び規約等
１．定　　款

第12条（会員の表決権）、第41条（議員総会の議事）、第43条（議事録）の改正規定は令和４年３月25日
より実施する。

２．規　　約
議員選挙選任規約

第51条（選任議事録の作成）の改正規定は令和４年３月25日より実施する。

Ⅱ　組　　織
１．会　　員

区 分 前年度末会員数 加 入 脱 退 年 度 末 会 員 数 区分変更の整理
個 人 869 78 29 855 △63
法 人 1,336 39 31 1,438 94
団 体 68 0 1 36 △31

計 2,273 117 61 2,329 0
※特別会員を含む　

口　数 １口 ２口 ３口 ４口 ５口 ６口 ７口 ８口 9口
会員数 473 1,549 51 33 46 13 2 2 1
総　口 473 3,098 153 132 230 78 14 16 9
口　数 10口 12口 14口 15口 16口 18口 20口 24口 29口
会員数 29 1 1 2 1 1 67 11 1
総　口 290 12 14 30 16 18 1,340 264 29
口　数 30口 35口 50口 55口 80口 122口 202口
会員数 4 34 1 1 1 3 1
総　口 120 1,190 50 55 80 366 202

合　計 口　数 8,279口 ※特別会員を含む
会員数 2,329　

２．特別会員
　法人　140事業所　　　個人　47事業所　団体　2事業所（合計　189事業所）

３．特定商工業者
　◆特定商工業者数

　特定商工業者は資本金額又は払込済出資総額が300万円以上又は常時使用する従業員の数が20人（商
業又はサービス業は５人）以上の法人及び個人である。（負担金賦課額　一律2,000円）

区　　　分 特定商工業者数 内　　　　　　　訳
会　　　　　員 非　　会　　員

個　　　　　人 0 0
法　　　　　人 1,422 1,133 289（97）

計 1,422 1,133 289（97）
（　　）は負担金納入済み
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Ⅲ　事 務 局
１．事務局の機構
　１）各課の名称・各課の所掌事務の概要

課　　名 班 所掌事務の概要

総 務 課

財 務 経 理 班
財務・予算・決算、相談所会計、給与・厚生、手数料徴収、現金・
預金・有価証券、印章・登記、帳簿整理・保管、文書、図書管理、
儀礼・交際、物品、要望・建議

総 務 管 理 班 定款、諸規定、人事、役員議員・顧問参与、議員選挙、他団体連
絡調整、所報、会館管理・運営、財産管理・営繕・処分

会 員 サ ー ビ ス 班 会員商工台帳、特商、会費請求徴収、会員拡充、従業員表彰、貿
易証明、共済・特退、労働保険事務組合、検定試験

Ｄ Ｘ 推 進 室 デジタル化推進・ネットワーク管理・IT支援
電子認証・HP関連

経 済 振 興 課

経 営 支 援 班

記帳指導、税務申告、取引斡旋、講習会、青申会、金融指導、創
業支援、経営革新支援、特別相談、小規模企業共済、倒産防止共
済

（中小企業相談所を分掌）

地 域 振 興 班

商工・観光・サービス業の振興、企画立案・調査・研究・資料収集、
商業集積・商店街振興、まつり事業、中心市街地活性化、新ホテル、
城下地区まちづくり

（中小企業相談所を分掌）
中小企業相談所 事業推進・経営支援・金融支援等の相談指導業務全般

特 命 事 項
総 務 課 女性会
経 済 振 興 課 青年部

　２）主な職員の役職・氏名
役　　　職　　　名 氏　　　　　　名

事 務 局 長 後　藤　和　哉
事務局次長・相談所長・経済振興課長 大　田　信　介
総 務 課 長 鈴　木　祥　子

　３）職員数の内訳
区　分 一般職員 一般職その他 経営指導員 補助員 記帳専任職員 記帳指導職員 補助対象その他 計

男 ３ ０ ４ ２ １ ０ １ １１
女 ５ ２ １ ０ ０ １ ０ 　９
計 ８ ２ ５ ２ １ １ １ ２０
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Ⅳ　庶　　務
１．文　　章

発信件数　　１５２件
受信件数　　６５９件

２．表彰・受賞・認定
　１）実　施　日　　2022年3月25日（金）

表彰の概要　　会員事業所優良従業員表彰規則による被表彰者
　　　　　　　　勤続30年以上表彰……18名　　　勤続20年以上表彰……19名

　　

優良従業員表彰（30年） 　　 優良従業員表彰（20年）

　３）健康経営優良法人2022（中小規模法人部門）の認定
認定日：2022年3月9日（水）

　　

健康経営優良法人認定制度とは
　健康経営優良法人制度とは、地域の健康課題に即した取組や日本健康会議が進める健康増進の取組を
もとに、特に優良な健康経営を実践している大企業や中小企業等の法人を顕彰する制度です。
　津山商工会議所では、職員の健康診断受診率100％を推進するとともに、適切な働き方改革の実現に
向け、年次有給休暇を利用した長期休暇の取得促進を行っています。
　職員の健康増進に向けた取り組みを実践するとともに、会員企業の健康経営の推進に努めています。
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　４）津山市ワーク・ライフ・バランス推進企業認定
　津山市は、仕事と生活の両立や男女がともに働きやすい職場環境づくり
など、ワーク・ライフ・バランスの向上に積極的に取り組む企業を認定し、
その取り組み事例を広く紹介することなどにより、企業におけるワーク・
ライフ・バランスの推進を応援しています。
　津山商工会議所は、事務所内のレイアウトを見直し働きやすい作業動線
に改善、コンプライアンス等をテーマにした職員研修の定例化、毎週水曜
日のノー残業デーなどの取り組みが認められ、平成31年（2019年）4月1日
付けで認定を受けました。
　認定期間：2019年4月1日から2022年3月31日の3年間
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３．経営支援事業
　⑴制度改正に伴う専門家派遣等事業

日本商工会議所委託事業
ａ実施期間　令和3年4月1日～令和4年1月31日
ｂ事業内容
１）専門家窓口相談事業

講　　師 開催回数 相談件数
税理士　芦田健太朗　氏 7 14
税理士　久本彰信　氏 12 27
社会保険労務士　土井康徳　氏 7 14
中小企業診断士　山元正揮　氏 4 8
中小企業診断士　渡辺昌平　氏 12 28
中小企業診断士　片山警二　氏 1 2
ITコーディネーター　垂井美由紀　氏 17 36

計 60回 129件

　⑵創業支援事業
令和3年度津山市創業サポート事業【つやま産業支援センター（受託金額55万円）】
　津山商工会議所では、津山市（担当部署：産業文化部・みらい産業課）の産業競争力強化法「創業支
援事業計画認定」に対応し、平成27年度から創業支援を本格的に開始。
　令和3年度は、『専門家定例相談窓口事業』を開催し、創業相談71件≪その内、令和3年度内創業者12
名≫の対応実績となった。

　⑶新型コロナウイルス相談対応実績
１）相談内容別

延べ
事業所数

融資・資金繰り 補助金
申請

助成金
申請 休業 廃業 国･県･市

給付金申請 その他 相談件数
合計うちマル経

5,335 387 285 878 85 74 5 3,691 468 5,588

２）業種別

延べ
事業所数 卸売業 小売業 運輸業 飲食業 旅行業 宿泊業 その他

サービス業 建設業 製造業

5,335 140 878 60 1,651 9 43 1,737 525 292

　⑷事業承継支援事業
岡山県事業承継ネットワーク事業
ａ．目　　的　　県内の中小企業・小規模事業者の円滑な事業承継の実現に向け、関係機関によるネッ

トワークを構築し、事業承継支援に関係する機関相互の連携、情報共有を図る。また、
事業承継診断の実施により、事業者に事業承継の準備を早期に着手する重要性を認識
してもらうとともに、必要に応じ、きめ細かな個者支援を行うことで円滑な事業承継
に繋げ、もって地域経済の維持発展に資する。

ｂ．実施期間　　2021年4月1日～2022年3月31日
ｃ．実施事業

事　業　内　容 件数
経営指導員による事業承継診断 23
事業承継コーディネーター派遣 8
経営者保証コーディネーター派遣 5
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　⑸岡山県特別相談員制度【（一社）岡山県商工会議所連合会事業】
　津山商工会議所では、岡山県（担当部署：産業労働部・経営支援課）の「岡山県支援機関特別相談員
設置事業」を活用し、各種専門家を定例配置。新型コロナウイルス感染症の影響を受けている小規模事
業者、中小企業に対して、きめ細やかな相談対応を実施した。

対応専門家
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 合計

相談 出勤 相談 出勤 相談 出勤 相談 出勤 相談 出勤 相談 出勤 相談 出勤 相談 出勤 相談 出勤 相談 出勤 相談 出勤 相談 出勤

津山
６名

経営コンサルタント 近藤　浩幸 2 3 2 4 2 5 2 3 2 3 2 4 5 8 4 5 4 5 4 9 3 7 32 56

ITコーディネーター 垂井　瑞茂 2 5 2 3 2 6 2 6 2 6 2 8 3 10 2 7 2 7 2 7 1 2 22 67

中小企業診断士 田中　久展 4 8 3 5 4 6 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 2 4 3 3 3 3 28 38

金融機関OB 行藤　又夫 0 0 0 0 3 3 4 4 4 9 4 6 4 4 4 4 4 8 4 4 4 4 35 46

中小企業診断士 片山　警二 0 0 0 0 0 0 2 5 2 3 2 2 2 2 2 2 2 4 2 2 2 2 16 22

中小企業診断士 和田　光典 0 0 0 0 0 0 2 2 2 3 2 2 4 4 3 6 4 7 4 5 3 3 24 32

合　　　　計 8 16 7 12 11 20 14 22 14 26 14 24 20 30 16 25 18 35 19 30 16 21 157 261

※令和3年度岡山県支援機関特別相談員設置事業
新型コロナ感染症の影響長期化により、商工会及び商工会議所（以下「支援機関」という。）への相
談は増加傾向にあり、その対応のため多くの経営指導員を割かなければならない状況。本補助金は、
支援機関へ経営指導員と同等の知識、指導力を有する特別相談員を設置し、新型コロナウイルス感染
症の影響を受けた中小企業及び小規模事業者の再起を促進し、意に反した廃業を防ぐとともに、経営
の安定に向けた支援体制の強化を図るため、補助を行うもの。

　⑹新型コロナウイルス対応のための経営相談体制強化事業【日本商工会議所受託事業（受託金額300万円）】
　津山商工会議所では、日本商工会議所（担当部署：中小企業支援部）受託事業を活用し、各種専門家
を定例配置。新型コロナウイルス感染症の影響を受けている小規模事業者、中小企業に対して、きめ細
やかな相談対応を実施した。

　⑺経営安定特別相談室
１）ａ目　　　的　　倒産の恐れのある中小企業から事前に相談を受け、経営的に見込みのある企業に

ついては関連機関の協力を得て再建の方途を講じ、また倒産防止が困難とみられ
る企業については円滑な整理を図ることにより、企業倒産に伴う地域の社会的混
乱を未然に防止すること。

　　ｂ設置年月日　　昭和57年6月1日
　　ｃ相　談　員　　商 工 調 停 士　　1名
　　　　　　　　　　弁　　護　　士　　1名
　　　　　　　　　　税　　理　　士　　3名
　　　　　　　　　　中小企業診断士　　5名
　　　　　　　　　　社会保険労務士　　2名
２）≪専門家派遣相談≫　相談件数　60件

　⑻伴走型小規模事業者支援事業
　　ａ目　　　的　　日本政府の支援である緊急経済対策をはじめ、さまざまな企業サポートとして機

能させ、業種・業界問わず、事業継続・承継支援と伴走型個社（個者）経営支援
の双方を有効・適切に実施すること。

　　ｂ実 施 期 間　　令和3年8月1日～令和4年2月28日
　　ｃ実 施 事 業　　支援システムを活用し、相談事業者に対して経営状況調査分析表として分析

結果をフィードバック。また、商圏の場所を指定し、分析を行うことで同業他
社の数値データの平均値等と比較して目標設定を参考に事業計画策定の科学的根
拠を提示。既存事業者の経営状況分析、商圏分析や経営計画立案業務のほか、創
業時における立地選定などに対応。
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　⑼経営改善普及事業
１）巡回・窓口相談

経
営
指
導
員
の
指
導
件
数

経営指導員設置延月数 60
対　象
企業数

経営
革新

経営
一般

情報
化 金融 税務 労働 取引 環境

対策
その
他 計

巡
回
指
導

建 設 業 39 2 40 0 9 10 1 0 0 5 67
製 造 業 27 1 17 0 8 2 2 0 0 8 38
運 輸 業 1 1 7 0 0 0 0 0 0 0 8
卸売・小売業 53 0 65 3 10 9 0 0 0 3 90
飲食・宿泊業 42 0 64 1 10 4 1 0 0 10 90
サ ー ビ ス 業 73 2 71 0 20 8 0 0 0 3 104
そ の 他 8 8 5 0 0 2 0 0 0 0 15

計 243 14 269 4 57 35 4 0 0 29 412

窓
口
指
導

建 設 業 182 6 369 0 60 141 5 2 0 25 608
製 造 業 85 6 162 2 28 44 1 0 0 23 266
運 輸 業 5 3 30 0 0 0 0 0 0 0 33
卸売・小売業 322 8 805 11 40 73 3 0 0 46 986
飲食・宿泊業 218 16 1159 5 37 104 8 0 0 16 1345
サ ー ビ ス 業 487 10 1198 11 57 242 6 0 0 48 1572
そ の 他 49 3 64 0 7 30 0 0 0 7 111

計 1348 52 3787 29 229 634 23 2 0 165 4921
創
業
指
導

巡 回 指 導 8 0 15 1 2 1 1 0 0 0 20
窓 口 指 導 31 2 63 6 28 8 1 0 0 0 108

計 39 2 78 7 30 9 2 0 0 0 128

２）講習会等の開催による指導件数
【講習会個別】

演　　題 専　門　家 参加人員 開催数
青色記帳講習会 税理士　芦田　健太朗　氏 57 3
青色記帳講習会 税理士　久本　彰信　氏 72 3
青色決算相談会 税理士　芦田　健太朗　氏 38 2
青色決算相談会 税理士　神﨑　大輔　氏 54 2
青色決算相談会 税理士　久本　彰信　氏 85 3
個別法律相談 弁護士　香山　忠志　氏 1 1
個別法律相談 弁護士　飯綱　浩二　氏 1 1
個別経営相談 中小企業診断士　田中　久展　氏 1 1
個別経営相談 中小企業診断士　片山　警二　氏 1 1
個別IT相談 ITコンサルタント　　垂井　瑞茂　氏 8 4
個別IT相談 ITコーディネーター　垂井　美由紀　氏 6 2

個別登記相談 司法書士　宗本　康紀　氏 3 3
個別特許相談 弁理士　舩曳　崇章　氏 1 1
定例労務相談 社会保険労務士　笹井　茂樹　氏 1 1

合　　　　　計 329 28
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３）マル経審査会
　第１四半期　 4月 8日　 4月27日　 5月20日　 6月10日　 6月24日
　第２四半期　 7月14日　 7月29日　 8月19日　 9月 9日　 9月24日
　第３四半期　10月14日　11月 4日　11月24日　12月 9日
　第４四半期　 1月14日　 2月10日　 3月 3日　 3月24日
　合計18回開催

　⑽金融の斡旋
斡旋件数 貸付件数 斡旋総額（万円） 貸付総額（万円）

日
本
政
策
金
融
公
庫

一 般 貸 付 0 0 0 0

特 別 貸 付 1 0 2,500 0

マ ル 経 融 資 100 100 59,120 59,120

うちコロナ融資 63 63 35,940 35,940

新 創 業 融 資 13 12 4,760 3,900

計 114 112 66,380 63,020

民
間
金
融
機
関
他

県 制 度 融 資 0 0 　0 0

市町村制度融資 0 0 　0 0

商 工 貯 蓄 共 済 1 1 400 400

その他金融機関 1 1 600 600

計 2 2 1,000 1,000

　⑾記帳継続指導
【令和3年分確定申告件数】

指導延回数 対象事業者数 うち機械化数
記帳専任職員 424.5 49 45

記帳指導職員 1,000.5 148 142

合　　計 1,425.0 197 187

所得税 消費税
決算代行件数 118 31

うちe-tax送信 114 31

決算指導件数 216 28

うちe-tax送信 202 28

　⑿調査研究
１）景気観測調査
ａ実 施 時 期　　四半期毎
ｂ実 施 主 体　　岡山県商工会議所連合会
ｃ対 象 件 数　　267件
ｄ概　　　要　　県内の地場企業を対象に、企業活動の現状と先行き見通しを調査し、地域経済情報を

把握する。
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２）令和4年度税制改正等に関するアンケート調査
ａ実 施 時 期　　2021年6月1日～2021年6月15日
ｂ実 施 主 体　　日本商工会議所
ｃ対 象 件 数　　84社
ｄ概　　　要　　日本商工会議所を通じて実施する税制等の要望にあたり、津山商工会議所管内企業の

実態を伝え、意見具申に反映させるため、会員事業所の代表である議員事業所を対象
としてアンケート調査を実施。

３）消費税インボイス制度とバックオフィス業務のデジタル化等に関する実態調査
ａ実 施 時 期　　2021年6月15日～2021年6月28日
ｂ実 施 主 体　　日本商工会議所
ｃ対 象 件 数　　8件（本則課税　2件・簡易課税　2件・免税　4件）
ｄ概　　　要　　消費税インボイス制度導入への「準備状況・課題」、「免税事業者の取引への影響」や

「中小企業におけるバックオフィス業務のデジタル化の状況」等について地場企業を
対象にアンケート調査を実施。

４．観光まちづくり事業
　⑴各種行事

ａ名　　　称　　令和3年度津山さくらまつり
ｂ内 容 概 要　　日本さくら名所百選の津山城（鶴山公園）を会場に開催。新型コロナウイルス感染症

拡大防止の対策を行い、各種イベントを実施。バーベキュー・飲酒・食べ歩き等は禁
止とした。

ｃ入 園 者 数　　59,822名
ｄ開 催 期 間　　令和3年3月27日（土）～令和3年4月11日（日）
ｅ会　　　場　　津山城（鶴山公園）、衆楽園、声ヶ乢、尾所

ａ名　　　称　　第43回津山納涼ごんごまつりIN吉井川
ｂ内 容 概 要　　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、開催を中止した。

ａ名　　　称　　津山まつり
ｂ内 容 概 要　　大隅神社・髙野神社・徳守神社の三神社のまつりの総称で、毎年10月に開催。新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止のため、神輿及びだんじりの巡行は行われず、三神社が
それぞれ神事を執り行った。また、商店街や町内会において、だんじりの展示が行わ
れた。

ｃ開 催 期 間　　令和3年10月17日（日）大隅神社関係
　　　　　　　　令和3年10月24日（日）髙野神社
　　　　　　　　令和3年10月24日（日）徳守神社

　⑵TMO事業
１）【まちなか広報事業】
　・中心市街地の統一情報について、つやまちインフォ（HP）より情報発信を行った。
　　つやまちインフォURL：https://tsuyamachi.jp/

２）【空き店舗対策事業】
　・商店街等の空き店舗対策として、新規出店者の募集を行い、津山一番街3店（ネイル1店、ジム1店、

小売1店）、今津屋橋1店（ジム）、本町3丁目1店（飲食）がオープンした。


